


















戦後復興期にあたる 1947年に成立した児童福祉法は， 50年を経た 1997年以降，毎年のよ
うに改正されている O また，子どもに関わる新しい法律も 2000年以降次々に成立してきた([)。
対象となる児童問題が変化すれば，それに応じた改正や新しい法制度の成立が必要であること
















けでなく 「児童家庭福祉JI家族 ・児童福祉JI児童 ・家族福祉JI子ども ・家庭福祉JI次世代














き課題にしている。 しかし，何が 「児童家庭福祉」なのか，なぜ 「児童家庭福祉」なのかと
いった記述は一切ない。
② 「提言 あらたな 『児童家庭福祉』の推進をめざして」
全国社会福祉協議会(全社協)児童家庭福祉懇談会(委員長:上村ー 医薬品副作用被害救










では，提言における 「児童家庭福祉」とは何か。提言は 「子どもの福祉にとって 『健康で文
化的な家庭機能』が必要不可欠であるとの認識」にたって用いたという O そして 「この家庭機
能の提供を家族のみに求めるのではなく ，家族を中心としつつ社会的に分担 ・サポートしてい
こうとするもの」と述べている O すなわち，提言における 「児童家庭福祉」とは，子どもに対
する 「健康で文化的な家庭機能」を，家族ほか学校や市民 ・地域，マスコミ ・企業など社会的
に分担 ・サポ 卜ー することと言ってよいだろうω。
③ 『たくましい子供・明るい家庭・活力とやさしさに満ちた地域社会をめざす 21プラン研究
会J(子供の未来21プラン研究会)報告書
全社協の動向をふまえ， 厚生省(当時)は 1992年 10月，児童家庭局長の私的諮問機関とし
て 「たくましい子供・明るい家庭 ・活力とやさしさに満ちた地域社会をめざす 21プラン研究



















































済成長期から 1980年代までを 「児童家庭福祉」概念が定着した時期とし，さらに 1994年の子
どもの権利条約の採択以降を 「子ども家庭福祉」概念の時期としている(4)。子どもの権利条約
74 








以上をふまえたうえで，高橋は 「児童福祉」と 「子ども家庭福祉」を表 lのとおり詳細に整
E里している O
高橋は，I伝統的な 『児童福祉』と，改正児童福祉法とを区別し，国連の子どもの権利条約
を踏まえた新たな制度を 『子ども家庭福祉』 として規定し用いていく」 という (高橋1998: 
11)。
この表で注目したL¥去のひとつは 「理念」および 「性格 ・特徴」の部分である。つまり，






(救貧的 ・慈恵的 ・思恵的歴史を有し:最低生活保障としての事後処理的， 補完的， 代替的な児
童福祉)からウェルビーイング(人権の尊重 ・自己実現， 子どもの権利擁護の視点から， 予
防 ・促進 ・啓発 ・教育，問題の重度化 ・深刻化を防ぐ，支援的 ・協働的プログラムの重視)へ
と理念転換が行われているjC5)。
また，高橋は別のところで次のように述べている。「もう一度，日本においても 『児童の




もうひとつの注目，点は， I子ども観」および 「対象」の部分である。「児童福祉」の 「子ども







表1 伝統的な「児童福祉」と新たな「子ども家庭福祉」 (高橋 1998: 13) 
項目 児童福祉 子ども家庭福祉






子 ども観 私物的我が子観 社会的我が子観
女千 象 児童 子ども，子育て家庭(環境)
サービス提供の 供給サイド中心 自立支援サービス
スタンス 利用者サイドの権利の尊重
モデル Ilness model Wellness model 
性格 ・特徴 救貧的 ・慈恵的 ・恩恵的(最低生活保障) 権利保障(市民権の保障〕
補完的 ・代替的 補完的 ・代替的
支援的 ・協働的(パートナー)
事後処理的 事後処理的
予防 ・促進 ・啓発 ・教育
(重度化 ・深刻化を防ぐ)
行政処分 ・措置 行政処分 ・措置(個人の権利保障を担保)
利用契約




職 員 児童福祉司 ・心理判定員 ・児童指導員 ・教 児童福祉司 ・心理判定員 ・児童指導員 ・児
護 ・教母 ・保母 ・児童厚生員 ・母子相談 童自立支援専門員 ・児童生活支援員 ・保育
員， 家庭相談員 士 ・児童の遊びを指導する者 ・母子相談
員，家庭相談員 ・医師 ・弁護士 ・保健婦 ・
助産婦 ・看護婦 ・教師などの多領域の専門
職の連携
民生委員児童委員 ・主任児童委員 ・メンタ 民生委員児童委員 ・主任児童委員 ・メンタ
lレフレンドなど ノレフレンド ・ホームフレンドなど
費 用 無料 ・応能負担 無料 ・応能負担 ・応益性の強まり








童福祉」 と 「子ども家庭福祉」 との対比における 「児童福祉」概念の 2つのポイン ト， すなわ

































































するために児童福祉法を成立させたのである (11)。松崎は 「児童福祉法は， 子供の法律である。












みてみることにする O とはいえ，児童福祉法の対象が保護の必要な児童， I特殊の問題児童」
だけでなく，すべての子どもであったことはすでに述べた。そのため，ここで検討しなければ



















































































高橋が表で示した，新たな 「子ども家庭福祉」概念との比較における 「伝統的な 『児童福
祉J概念について，筆者は次の 2点に注目した。
ひとつは， I児童福祉」の理念を 「ウェルフェア」と 「児童の保護」に設定したこと， また















である。しかし高橋は， I家庭 ・家族」を支えるために 「子ども家庭福祉」概念を設定し，そ




































もの権利保障に対する責任を果たすことである O しかし， I子ども家庭福祉」概念は， いくら
「人権の尊重」 をその理念に組み込んだとしても， 子どもの権利保障に対する公的責任を免責




























( 2 )児童福祉の概念、は，社会福祉の概念にしたがって 「目的概念(児童の福祉)Jと 「実体概念(児童
福祉)Jとに分けられるとされる。「子どもの幸せJ1安寧」は前者に属する。研究が進められてき
たのは後者の 「実体概念」 であり， フリ ードランダ ，ー 田代不二男， 辻村泰男， 井垣章二，一
番ヶ瀬康子の定義が使用されることが多くみられる。
( 3 )その後，全社協は，児童家庭福祉委員会を設置し 「地域における子育て家庭支援活動の展開 一一












が最初であり，その後， r児童』 より権利行使の主体とのニュアンスを持つとされる 『子ども』へ
と表現を変え， r子ども家庭福祉』と表現されるようになった経緯を持つJ(柏女2008: 34)。
( 5 )高橋は，カナタ ・オンタリオ州の児童福祉行政や国連子ともの権利条約(日本語訳では welfare
と同様 「福祉」と訳された)，国際家族年関連文書を参考に， 1ウェルビーイング」を 「人権を尊
重し，自己実現を保障するという意味」としている。しかし， 1ウェルビーイング」の語源は，世











( 6 )諮問と同時に参考として示した 「児童保護法案要綱」では 「この法律は， 保護を要する児童を，
その資質及び境遇に応じ保護して，児童及び社会の福祉を増進することを目的とする」と述べら
れていた。
(7)その後， 1児童憲章」 の 「第一」 は月 8日案で 「すべて児童は，心身ともに健やかに育成され
るために必要な生活を保障され，人種，信条，性別， 社会的身分又は門地により差別されないこ

















( 9 )中央社会事業協会常設委員会 「児童保護法要綱案を中心とする児童保護に関する意見書J(1947年






















































(21) I~子ども家庭福祉』 の新しい理念とされる 『ウェルビ ー イング』 も抽象的目的概念であるため，
現実の生活問題や福祉労働者の実態を不問に付す免罪符的な役割を果たしてしまうだろうJ(浅井
1998: 32)。





る。 しかし， サービス利用者の家族をも広義の福祉対象とみなす 『支援の論理』は，介護や保育
を本来的には家族の役割であるとして固定化するという一面をもっている点には留意すべきであ
ろうJ(藤崎2000= 2005: 121)。また，藤崎は別のところで. I家族の 『支援』を強調すること
は，意図すると否とにかかわらず，これらのケア機能が本来的には家族の役割であることを再確
認させる効果をももっている点には留意しなければならなL、」とも述べている(藤崎2000:185)。
















の第40会期最終日の 9月30日に採択し，同年 1月1日付で「一般的見解」第7号 (GENERAL
COMMENT No. 7) として公表した。「一般的見解」第 7号には，乳幼児が「社会的権利の行使
者J(social actors)であると述べられている。「一般的見解」第7号の日本語訳は， (望月彰 ・米
国あか里 ・畑千鶴乃訳2006: 62 -82)を参照。
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